
東北農業研究 (Tohoku Agric Res)54, 53-54(2001)

水稲ロングマット水耕苗の播種量′温度と苗の生育

木野田 憲 久。今   克 秀拿。高 城 哲 男
(青森県農業試験場 。“青森県畑作園芸試験場)

Effect of Seeding Density and Temperature for Crowth of Long n/1at Type Hydronic Rice Seedling

Norihisa KINα Dヽ, Katsuhide Koヽ
* and Tetsuo TAICACI

(*Aom∬翼ltl譜IIFL:柵酎職:乳ic∞∞r)

表 1 苗の生育 (1998年 5月 19日播種)
1 は じ め に

水稲移植栽培における苗のハンドリングを軽労化するた

めに開発された水耕ロングマット苗を,草丈10～15co,葉

齢 3葉以上の中苗を目標に育苗し,播種量,育苗温度,苗

の伸長抑制剤,不織布,施肥等の育苗条件と苗の生育につ

いて検討した。

2試 験 方 法

は)試験方法
1)供試品種 :つがるロマン

2)育苗ベッド:K社製ロングマット用育苗ベ ッド

3)養  液 :大塚ハウス肥料 1号と大塚ハウス肥料
2号を312で混合して作る大塚A処方を濃厚原液調整法
で施用。試験データの中で ECの表記のない区は毎日EC

を原水+1 0ms/cmに調整。加温区はサーモスタット付き

のヒーターで養液タンクの液温を20～25℃に設定。
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無加温      加 温
葉齢 草丈 茎輔 重葉齢 草丈 茎輔 重

箱換鋤 (葉)(m)(岬体0(葉)(硼 D

4)試験区 :

播種量150g,200g/箱 ,

を組み合わせた。

伸長抑制剤の有無,育苗ベソ

養液調整間隔5日 ,7日

箱複算) (葉)(cm)側鮮3)(葉)(cll)0岨体g〕

講査日  播種量
育苗日数(g/育苗

200 g  l(   27  105  059  28  128  082
6/3 1o9g_無  217_9:ヱ _Q:50_?【 1■ 1.9_p=31_
05日目)200g 有  27 89 053 28 102 074
150g有  288705427 91074
200 g  ttt   3 1  120  090  30  161  1 26
6/8 15Qg_無 … 1.1_112 1:95_11_14■ …117
6Ю日目)200g 有 31 103 086 30 116 096
150g有  31 98091 32109106
200 g  ttt   32  142  105  35  182  1 34

6/爵 loo■ _■ _1.1_13,2 1:lp… 1:4_I:4…■01
06日目)200g 有  34 124 091 32 131 105
150g有  3513010635137126

注 表 1,2の苗の生育データは,育苗ベッドの川上 ,

中央,川下 3区の平均値。

表 2 苗の生育 (1999年 5月 25日播種)

3 試験結果及び考察

(0 ,ニ コナゾールPの催芽前21Xl倍 液24時間種子浸漬

処理によつて,草丈抑制の効果が若千みられたが,葉齢に

は播種後20日頃までは大きな差はみられず苗質に大きな差

は認められなかった。

12)播種直前にベッドに不織布を敷設した区と比較して

不織布を敷設しない区では,初期の籾のもちあがり程度が

ややが大きく,草丈がやや長くなり,茎葉乾物重が重くな

る傾向が見られたが,有意差はなく,葉齢にも差はみられ

なかった。播種後20日 日のマット強度は,不織布なしでも

十分であったが,不織布は移植時にマットが苗のせ台中央

部に収縮するのを押さえる効果があった。

3)毎日の養液調整を省力化するために,ECを原水+

10から原水+25に濃度を高めて,5日 おきに調整したと

ころ,草丈,風乾重が大きくなるものの苗の葉色がやや淡

養液加温の有無と以下の処理

ドに敷設する不織布の有無 ,

酪議(m櫛蕩響骰蔽恙異爾

レ82Q9■ _玉 …H10,11,摯 _1:β _a=01111_
04日目)150g  孝子   36  180  1 30  38  173  151
200g 有  86 191 147 39 215 134

くなる傾向がみられた (データ省略)。 そこで,さ らに養

液の濃度を高めて検討した。ECを原水+50に調整し,調

整間隔を5日 と7日 にして育苗したところ,大きな問題は

なかった。

に)以上の結果,慣行の移植時期に合わせた20日育苗で

確実に葉齢30葉 ,草丈10cm程度の苗を得るためには,養

液の加温や夜間のベッドの被覆が必要であったが,育苗日

150g 無  25 81 067 27 101 092

01`bi:::署― 舞 ― ♀1:I― 夕[=:&::
200g有  248006026104072
150g  資(   30  127  100  3 1  132  1 07
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表3 苗の生育 (2001年 )

日 日

間隔

044

表4 草丈及び葉齢と水温,気温との相関行列
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図 1 積算水温・気温と葉齢 (無加温区のみ)
注)図 1, 2と も,① 150gり‖上と川下の平均水温,②150g
気温,③200g川上とり1下の平均水温,④200g気温,デー

タは1998, 1999, 2000年 の 3か年。

数を5日程度延長することで無加温でも日標苗を得ること

ができることを明らかにした。

6)表 4に 1998年から2000年 までの3か年の結果につい

て,ベ ッドの積算水温・ハウス内気温と草丈,葉齢の相関

行列を,そのうちの無加温区を図 1, 2に 示した。

養液加温区及び無加温区をこみにしても,無加温区及び

加温区のみでも,積算水温及び気温と葉齢の相関は高く,

播種量1508と 2008と も播種量による葉齢の進展に差はみ

られなかった。草丈は無加温区及び加温区のみでは相関 tま

高かったが,無加温区加温区を混みにすると気温との相関

はみられなかつた。このことは,草丈の伸長は気温が同じ

でも,水温の影響を大きく受けるためと考えられた。また,

播種量では,統計的に有意ではないものの同一の水温,気

温では200gが 150gよ りも草丈が高くなる傾向が見られた。
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図2 積算水温・気温と草丈 (無加温区のみ)

4 ま

任)播種量1508(育苗箱換算)と 2008の間で葉齢の進

展に差はみられなかったが,草丈は200g区 が長い傾向で

あった。

9)高温時には伸長抑制剤処理により草丈抑制効果がみ

られたが,3葉程度までは大きな差はなく,不織布の有無

は苗生育に大きな影響を与えなかった。

0)養液はECを原水より5 ms/m程度高く調整するこ

とで 5～ 7日 に 1度の調整で育苗可能であった。

●)無加温区及び加温区では葉齢,草丈とも水温及びハ

ウス内気温との相関が高かったが,こ れをこみにすると,

草丈と気温の相関はみられなかつた。

0 育苗日数20～ 25日 ,ハ ウス内の播種後積算気温力M00

～450℃で,草丈10～ 15cl,葉齢 3葉程度の苗が得られた。
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